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はじめに 

 

 

安城市長  神 谷  学  

 

 

２０１３年末現在、安城市には５，３９０人、人口比で約３％の外国人住民が生活

をしています。 

外国人住民との共生は、隣近所に住んでいる日本人住民をはじめ、地域コミュニテ

ィにおいても、また、安城市においてもその必要性が増しています。 

特に、地域コミュニティにおいては、外国人住民もコミュニティの構成員として共

に暮らせるまちづくりが求められています。 

本市はこれまで、定住化が進む外国人住民への生活支援として、市民ボランティア

や大学生のご協力の下、日本語教室を開催したり、多言語による生活情報の提供など

を行ってまいりました。しかしながら、外国人住民には、教育・医療・防災など多く

の生活場面において、言葉の壁や生活習慣・文化の違いなどによって生じるさまざま

な問題があります。 

このような状況に対応するため、多文化共生社会の実現に向け「安城市多文化共生

プラン」を策定しました。 

安城市が目指す「多文化が花ひらくまち 安城 ～一人ひとりのルーツを認めつな

がり、輝く～」社会の実現に向けプランに取り組んでまいります。 

皆様におかれましては、本プランの推進にご理解とご協力をお願いいたします。 

最後に、本プランの策定にあたり、ご尽力いただきました策定委員をはじめ、ご協

力いただきました多くのみなさまに心からお礼申し上げます。 

 

平成２６年３月 
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第１章第１章第１章第１章    多文化共生プラン策定の多文化共生プラン策定の多文化共生プラン策定の多文化共生プラン策定の趣旨趣旨趣旨趣旨    

 

１－１ プラン策定の趣旨 

 

「だれもが幸せに暮らし続けられるまち」を、未来を担う子どもたちに引き継いでいく

ために、「一人ひとりが、自ら考え行動する自立した市民として、また、まちづくりの担い

手として、助け合いながら協働」していくことが求められています。 

本市では、2010（平成 22）年４月に自治体の最高規範である「安城市自治基本条例」

を施行し、市民が主役の自治の実現を目指していくことを宣言するとともに、「市民ととも

に育む」ことをキーワードにまちづくりを進めてきました。 

ここで言われている市民とは、「市内に住む者、市内で働く者又は学ぶ者及び市内で事業

又は活動を行う者（法人その他の団体を含みます。）をいいます。」と定義されています。

その中には、外国人住民

※１

も含まれています。 

現在、本市には 2013（平成 25）年末現在 5,３９０人の在留外国人

※２

が生活していま

す。今後さらに、本市で生活する市民一人ひとりが、国籍にかかわらず、「だれもが幸せに

暮らし続けられるまち」を実現していくためには、「多文化共生社会」

※3

の実現が必要であ

ると考えました。 

そこで多文化共生に関する施策・事業を計画的かつ総合的に展開していくため、「安城市

多文化共生プラン（以下、「本プラン」という。）」を策定することにしました。 

※１ 外国人住民外国人住民外国人住民外国人住民とは、日本国籍を有しない住民のみでなく、国際結婚によって生まれた子どもなど

外国にルーツ

※4
を持つ人で、外国籍の方と同様の課題を抱えている住民も含める。 

※２ 在留外国人在留外国人在留外国人在留外国人とは、2012（平成 24）年 7 月 9 日から新しい在留管理制度の対象となった「中

長期在留者」と「特別永住者」を合わせた外国人。 

※３ 多文化共生社会多文化共生社会多文化共生社会多文化共生社会とは、Ｐ８参照。 

※４ ルーツルーツルーツルーツとは、人の民族的・文化的・社会的な起源。生まれた国や場所ということだけでは

なく、その人が成長する中で育んだり影響を受けてきたものも含める。 

 

１－２ プランの位置づけ 

 

本プランは、本市のまちづくりの最上位計画である総合計画をはじめ、他の関連計画と整合

を図るとともに、愛知県が策定する「あいち多文化共生推進プラン 2013-2017」に示す市

の役割を果たすために、本市がめざす多文化共生社会の実現に向けての基本的な考え方、具体

的な施策及び推進体制などを定め、多文化共生のまちづくりの指針を示すものです。 

 

１－３ 計画期間 

 

社会情勢や法令・制度改正の変化がめまぐるしい時代であることから、本プランの計画

期間は 2014（平成 26）年度～2018（平成 30）年度として、本市がめざすべき多文化

共生社会の実現に向けて、５年間で実施する施策を示します。  
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第２章第２章第２章第２章    多文化共生の現状と課題多文化共生の現状と課題多文化共生の現状と課題多文化共生の現状と課題    

    

２－１ 国における多文化共生の現状 

 

2012（平成 24）年末現在、我が国で生活する在留外国人数は約 20３万 8 千人（総人口

に占める割合 1.60％）となっています。 

国の多文化共生の大きな流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

※外国人登録者数外国人登録者数外国人登録者数外国人登録者数とは、外国人登録法に基づいて外国人登録をしていた人の数。    

・各市区町村で多文化共生の推進に関する指針・計画の策定を求めた 

主な改正内容 

・活動内容に制限はなく自由に就労できる在留資格「定住者（日系３世とそ

の家族まで）」が定められた 

    

1990（平成２）年 「出入国管理及び難民認定法」の改正 

社会背景 

・2008（平成 20）年秋以降の経済不況などの影響により、多くの外国人労

働者が解雇された 
・帰国により外国人登録者数

※

は減少したが、一方で日本での暮らしを続け

る人も多数いた 

社会背景 

・バブル景気を迎え、労働力が不足し、製造業を中心に労働の担い手が必要

だった 

2006（平成 18）年 総務省「多文化共生推進プラン」策定 

2012（平成 24）年 内閣官房「『外国人との共生社会』実現検討会議」設置 

              「外国人との共生社会の実現に向けて（中間的整理）」とりまとめ 

主な改正内容 

・外国人住民は、外国人登録法に基づいて外国人登録をしていたが、出入国

管理及び難民認定法等の改正、外国人登録法の廃止に伴い、日本人住民と

同様に住民基本台帳の適用対象となった 

2009（平成 21）年 内閣府「定住外国人施策推進室」設置 

・基本的な考え方「日本語能力が不十分な者が多い日系定住外国人を日本社

会の一員としてしっかりと受け入れ、社会から排除されないようにする」

に基づいて、国の体系的・総合的な方針とそれを実現するための施策をと

りまとめた計画が策定された 

2010（平成 22）年 「日系定住外国人施策に関する基本指針」及び「行動計画」策定 

2012（平成 24）年 「出入国管理及び難民認定法」、「住民基本台帳法」、「日本

国との平和条約に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入

国管理に関する特例法」の改正 

「外国人登録法」の廃止 
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２－２ 愛知県における多文化共生の現状 

 

2012（平成 24）年末現在、愛知県で生活する在留外国人数は約 19 万 2 千人（総人

口に占める割合 2.59％）となっており、全国で３番目に在留外国人数が多い県です。 

愛知県の多文化共生の大きな流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 多文化ソーシャルワーカー多文化ソーシャルワーカー多文化ソーシャルワーカー多文化ソーシャルワーカーとは、外国人県民を支援するために、相談者本人

や関係する第三者などに働きかけ、解決に向けて継続的に支援を行う、愛知

県が養成・活用している人。 

  

・多文化共生の実現を目指して、住民、NPO、企業、他の自治体等の協力

を得ながら連携・協働して施策を進めることを宣言した 

・外国人労働者の適正雇用と、日本社会への適応を促進するための呼びか

けを行うこととし、その趣旨を憲章として取りまとめた 

    

2004（平成 16）年 「多文化共生社会づくり推進共同宣言」 

（愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市） 

2008（平成 20）年 地元経済団体との協力により「外国人労働者の適正雇用と

日本社会への適応を促進するための憲章」の制定（愛知

県、岐阜県、三重県、名古屋市） 

・「外国籍県民とともに生きる地域社会づくり」を目標の一つに位置づけた 

・外国人県民を「生活者」として、ともに地域社会をつくっていく一員で

あるという視点から、様々な施策を推進した 

社会背景 

・製造業が盛んである愛知県では、労働力として日系人を中心とした外国

人住民が増加した 

・「多文化共生の意識づくり」「誰もが参加できる地域づくり」「外国人県民

も暮らしやすい地域づくり」の３つの行動目標を基に、具体的かつ体系

的な中期行動計画として策定した 

・「あいち多文化共生推進プラン２０１３－２０１７」を、社会情勢、外国

人県民や多文化共生を取り巻く環境の変化を踏まえて改正した 

2006（平成 18）年 愛知県「多文化共生推進室」を設置 

多文化ソーシャルワーカー

※

の養成講座を開始 

2007（平成 19）年 愛知県国際交流協会「愛知県多文化共生センター」を設置 

2008（平成 20）年 「あいち多文化共生推進プラン」の策定 

2012（平成 24）年 「あいち多文化共生推進プラン 2013-2017」の策定 

2003（平成 15）年 「愛知県国際化推進プラン」の策定 
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２－３ 安城市における多文化共生の現状 

 

（１）安城市の外国人住民の推移 

 

本市で生活する外国人登録者数

※

は増加傾向にあり、ピーク時の 2008（平成 20）年に

は 6,694 人（総人口に占める割合 3.75％）となりました。 

2008（平成 20）年秋の世界同時不況や 2011（平成 23）年３月に起きた東日本大震

災などの影響により、2013（平成 25）年末現在、ピーク時よりも約 1,300 人少ない、

5,390 人（総人口に占める割合 2.9３％）です。 

図 安城市の外国人登録者数・在留外国人の推移 

 

資料：市民課（各年末時点） 

注）2011（平成 23）年末現在までの数字は外国人登録者数、2012（平成 24）年末以降の数字は在留外国人数 

図 安城市の外国人登録者・在留外国人の年齢別推移 

 
資料：市民課（各年末時点） 

注）2011（平成 23）年末現在までの数字は外国人登録者数、2012（平成 24 年）末以降の数字は在留外国人数 
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（２）安城市のこれまでの主な取組 

 

本市では、多文化共生に関して、これまで下記のような取り組みを行ってきました。 

 

分 野 内 容 

多言語での 

情報発信 

日本語教育 

〇申請用紙及び通知文の多言語での案内 

〇大人向けの日本語教室の開催 

〇子ども向けの日本語教室の開催 

利用しやすい 

市役所づくり 

〇市民課、市民協働課へのポルトガル語通訳者の常駐 

〇窓口への指さし案内板の設置 

〇多言語による庁舎内案内板の設置（ポルトガル語、英語） 

〇生活ガイドブックの作成 

（ポルトガル語、英語、中国語、タガログ語） 

〇Anjo-info

※

の作成・配布 

（ポルトガル語、英語、年４回） 

〇市勢要覧（ポルトガル語、英語）の作成 

防災・環境など 

〇地震防災マップの作成（ポルトガル語、英語、中国語） 

〇洪水ハザードマップの作成（ポルトガル語、英語、スペ

イン語、中国語） 

〇外国人住民のための防災講座の開催 

〇ごみカレンダー、家庭ごみと資源の分け方・出し方 早

わかりブック（ポルトガル語、英語、スペイン語、中国

語、タガログ語） 

〇ごみ袋の多言語案内（ポルトガル語、英語、スペイン語、

中国語、韓国朝鮮語） 

学校教育 〇各小中学校にポルトガル語・タガログ語の通訳者の巡回 

外国人住民の 

社会参画 

〇外国人住民との意見交換会の開催 

安城市 

国際交流協会 

〇安城市国際交流協会での各種事業（交流イベント、日本

語教室、国際理解講座など） 

※ AnjoAnjoAnjoAnjo----infoinfoinfoinfo とは、外国人住民に生活や制度、規則等に関する情報を発信する多言語（英語及び

ポルトガル語）の情報誌。 
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２－４ 安城市における多文化共生の課題 

 

社会情勢や外国人住民を取り巻く環境の変化を踏まえ、策定委員会、アンケート調査、ヒア

リング調査

※１

などの結果を整理すると、本市における多文化共生の課題は以下の９つです。 

 

総合的な課題 

 

 

   

 

分野別の課題 

 

 

   

 

  

※１ 策定委員会、アンケート調査、ヒアリング調査策定委員会、アンケート調査、ヒアリング調査策定委員会、アンケート調査、ヒアリング調査策定委員会、アンケート調査、ヒアリング調査とは、Ｐ45 参照。 

※２ やさしい日本語やさしい日本語やさしい日本語やさしい日本語とは、普段使われている言葉を主に外国人にもわかるように配慮した、簡

単な日本語のこと。また、やさしい日本語は小さな子どもや高齢者、障害者などにも配慮

したコミュニケーション方法の一つである。 

言葉の壁によるコミュニケーション不

足を解消するため、外国人住民に対する日

本語の学習機会の充実や、日本人住民へ

のやさしい日本語

※2

の普及が必要です。 

また、日本語の理解が十分でない外国人

住民のために、行政情報などの翻訳通訳

の支援も求められています。 

生活ルールやマナーに関する知識不

足が招くトラブルを解消するため、日

本人住民・外国人住民の多文化共生に

対する意識の向上、日本人住民と外国

人住民がともに生活ルールなどを学べ

る環境づくりが必要です。 

 

外国人住民の滞在の長期化・永住化

が進んでいる中、課題が生活全般にわ

たります。また、高齢化も進んでいる

ことから、様々な生活場面、ライフス

テージに応じた課題への対応が求めら

れています。 

 

 

日本語の理解が十分でなく、地震など

自然災害を経験したことがない外国人住

民が多い中、外国人住民に災害時・緊急

時に届く情報提供が求められています。 

また、外国人住民・日本人住民がとも

に災害に対応できる知識・能力を高め、

支え合って互いの命を守っていく地域

づくりを行っていくことが重要です。 

子育てや教育など、子どもの成長に関することはとても重要な課題です。特に、

制度や習慣が異なる国で育った外国人保護者にとっては知らないことが多く、しっ

かりした情報提供や相談体制が求められています。 

また、外国人住民の子どもやその保護者は日本語の理解が十分でないことが多く、学

校での学習支援や、地域における日本語や日本社会に関する学習のサポートが必要とな

っています。 

生活ルールなどの学習 言語学習支援・情報提供 

子育て・就学・教育支援 

ライフステージに応じた課題への対応 災害時・緊急時の対応 
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意識の課題 

 

  

 

場面別の課題 

 

   

  

多文化共生のまちづくりを進めてい

くために、外国人住民と日本人住民、

双方の多文化共生に対する理解を高め

ていくことが求められています。 

また、日常的に身近な場所で交流で

きるような環境づくりが必要です。 

外国人住民も地域社会の一員として

活躍できるような地域づくりが求めら

れています。 

外国人住民が参画しやすい環境をつ

くるとともに、外国人住民同士のネッ

トワークづくりも必要です。 

外国人住民は企業で就労している人

が多く、職場は外国人住民と接するこ

とができる重要な場面です。企業とと

もに多文化共生に取り組んでいくこと

が必要です。 

また、外国人住民の就労支援や労働

環境を守ることも大切です。 

外国人住民の町内会への加入率は低

く、町内会について知らない人も多い

です。一方で地域活動に参加したいと

考えている外国人住民もいます。 

生活している地域で、外国人住民と

日本人住民とが支え合って暮らしてい

けるよう、地域とともに多文化共生に

取り組んでいくことが必要です。 

外国人住民の社会参画 

地域における多文化共生 企業における多文化共生 

多文化共生に関する学習・相互理解 
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第３章第３章第３章第３章    多文化共生に対する基本的な考え方多文化共生に対する基本的な考え方多文化共生に対する基本的な考え方多文化共生に対する基本的な考え方    

    

３－１ 多文化共生社会とは 

 

私たちが考える「多文化共生」とは、言語や文化、生活習慣及び国籍の違いにかかわら

ず、 

■自分のルーツに誇りを持ち、互いのルーツを認め合い、そして活かし合うこと 

■同じ地域で生活していくために、ともに地域での生活ルールを考え、守ること 

この２つのことを実現した社会が多文化共生社会であると考えています。 

 

◆「多文化共生の推進に関する研究会報告書」（2006 年３月 総務省）では、多文化共生を『国

籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、

地域社会の構成員として共に生きていくこと』と定義している。 

    

３－２ 多文化共生を進める意義・必要性 

 

人はだれでも幸せを願い、安心して、自分らしく生活したいと思っているのではないで

しょうか。それは、外国人住民も日本人住民も同じだと思います。 

外国人住民の多くは言葉も文化も習慣もわからない場所で不便な思いをしながら生活し

ています。日本人住民の多くも言葉も文化も習慣も異なる外国人住民への接し方に戸惑っ

ています。また、外国人住民と日本人住民とが出会ったり、交わったりするきっかけが少

ないこともあり、ともに「知らない」という理由で不安を抱えている人もいます。 

一方、外国人住民も日本人住民も様々な国籍の人と交流したいと考えています。また、

多文化共生の実現は、様々な国の言葉や生活習慣・文化などに触れる機会が増え、多様な

考え方を学ぶことができます。さらに、地域の担い手として活躍してもらうことにより、

地域の活性化につながります。 

だれもが安心して暮らせる地域づくり、自分らしく暮らせる地域づくり、活力ある地域

づくりのために多文化共生を推進する必要性が高まっています。 
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３－３ 多文化共生を進める体制 

 

 

 

外国人住民は、日本人住民と同じように地域で生活を営んでいます。そのため、多くの

外国人住民は就労しているとともに、その子どもの多くは日本の保育園や幼稚園、小中学

校に通っており、企業や学校等は外国人住民の生活と非常に密接で、外国人住民との重要

な接点となっています。 

また、現在のまちづくりにおいては、市民活動団体等がその担い手として重要な役割を

果たしており、多文化共生に関する専門的な知識と能力をもった団体もあります。 

多文化共生を進めていくためには、市役所及び安城市国際交流協会だけではなく、市民、

地域、企業、学校等と市民活動団体等、様々な主体がそれぞれの立場を活かした活動に取

り組むとともに、連携しながら、協働で進めていくことが必要です。 

本プランに記載する取り組みにおいては、市役所及び安城市国際交流協会が行うものが

中心ですが、そこには各主体との協働の視点を踏まえてとりまとめています。 

  

各主体の協働による 

多文化共生の推進 

市 民 

企 業 

地 域 

市民活動団体等 

安城市・ 

国際交流協会 

学校等 
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第４章第４章第４章第４章    多文化共生プランに込めた想い多文化共生プランに込めた想い多文化共生プランに込めた想い多文化共生プランに込めた想い    

    

４－１ 安城市がめざす多文化共生社会の将来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－２ 多文化共生を進めるキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多文化が花ひらくまち 安城 

～一人ひとりのルーツを認め、つながり、輝く～ 

 「交わる・ 

関わる」 

 

外国人住民と日本人住民が出会

い、交わるきっかけをつくり、気

軽にあいさつでき、普段着でつき

あえる安城市をめざします。 

 

「伝え合う・ 

支え合う」 

 

外国人住民が必要な情報を受

信・発信できるとともに、相談でき

るような環境、生活に関する支援が

整った安城市をめざします。 

 

 

「学び合う・ 

認め合う」 

 

多文化共生や、互いの文化や習

慣などについて学び合い、互いを 

認め合える安城市

をめざします。 

 

 

「活躍する・ 

役割を担う」 

 

外国人住民も地域の一員として役

割を担い、活躍できる環境を整え、

みんなで多文化共生 

社会づくりを進める 

安城市をめざします。 
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４－３ 基本目標 

 

本市のめざす将来像を実現するため、多文化共生を進めるキーワードを踏まえながら、

次の４つを基本目標とし、これらを施策の柱とした施策・事業を推進します。 

 

（１）言語・情報に関する安心づくり 

 

 

（２）生活に関する安心づくり 

 

 

（３）子育て・教育に関する安心づくり 

 

 

（４）多文化共生の地域づくり 
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13131313、、、、14141414    

    

４－４ 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 言語・情報に関する 

安心づくり 

将来像 

多文化共生を進める

キーワード 

多

文

化

が

花

ひ

ら

く

ま

ち

 

安

城

 

～

一

人

ひ

と

り

の

ル

ー

ツ

を

認

め

、

つ

な

が

り

、

輝

く

～

 

２ 生活に関する 

安心づくり 

（１）生活全般 

①相談支援体制の整備・充実 

②ユニバーサルデザインのまちづくり 

③外国人住民も利用しやすい公共施設づくり 

３ 子育て・教育 

に関する 

安心づくり 

４ 多文化共生の 

地域づくり 

（２）居住 

①生活ルールなどを学び・考える機会の充実 

②住宅に関する情報提供の充実 

③不動産関係者等の理解促進 

交わる 

関わる 

伝え合う 

支え合う 

（３）労働 

①多文化共生の職場づくりの促進 

②労働に関する情報提供の充実 

（４）医療・保健・福祉 

①医療・保健・福祉に関する制度等の周知 

②医療・保健・福祉サービスが受けやすい環境づくり 

（５）防災・防犯・交通安全 

①防災・防犯・交通安全に関する意識の向上 

②災害時の避難・支援体制の整備 

③防災・防犯・交通安全に関する情報提供の仕組みづくり 

（１）子育て 

①子育て等に関する情報提供の充実・参加機会の提供 

②外国人住民の子どもの就学支援の充実 

③地域における子どもの居場所の充実 

（２）教育 

①教育制度や進路進学に関する情報提供・相談体制の充実 

②外国人住民の子どもの学習支援の充実 

③子どもへの多文化共生・国際理解教育の推進 

（１）多文化共生の意識づくり 

①外国人住民と日本人住民の交流機会の充実 

②多文化共生・国際理解の意識啓発 

③多文化共生の担い手の育成・支援 

（２）外国人住民の社会参画 

①外国人住民のキーパーソンの発掘・育成とネットワークづくり 

②外国人住民の地域への参画の促進 

③外国人住民主体の活動支援 

（１）情報提供 

①多言語等での情報提供の充実 

②やさしい日本語の普及・活用 

③効果的な情報発信の充実 

（２）日本語学習 

①日本語を学ぶ意識の向上 

②日本語の学習機会の充実 

③日本語にふれる多様な機会づくり 

施策 基本目標 
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第５章第５章第５章第５章    多文化共生社会の実現に向けた施策多文化共生社会の実現に向けた施策多文化共生社会の実現に向けた施策多文化共生社会の実現に向けた施策    

    

５－１ 言語・情報に関する安心づくり 

 

 

（１）情報提供 

 

▶施策の方向性 

文化や生活習慣、制度などの異なる国から来た外国人住民に、行政サービスや生活ルー

ル、制度等について理解してもらえるように、また、行政等に関する情報が伝わるように、

多言語ややさしい日本語による情報提供の充実とやさしい日本語の普及・活用を図ります。 

情報媒体が多様化するなかで、外国人住民が情報を入手しやすい手法の充実を図ります。 

 

▶個別施策 

① 多言語等での情報提供の充実 

外国人住民の情報ニーズを把握しながら、外国人住民に対する行政情報の提供の方

針を作成します。日本人住民に対して提供されている行政等に関する情報を外国人住

民も得られるように、多言語ややさしい日本語を使い分けながら、情報を提供してい

きます。 

 

② やさしい日本語の普及・活用 

日本語が得意でない外国人住民に少しでもわかりやすく情報を提供するため、行政職員

や地域・企業へのやさしい日本語の普及に努めるとともに、その活用を促進します。 

 

③ 効果的な情報発信の充実 

外国人住民が利用しやすい情報媒体を把握しながら、ＳＮＳ（ソーシャルネットワ

ーキングサービス）

※１

やメール、外国人コミュ二ティなど多様な情報媒体・ネットワ

ークを活用した、より効果的な情報発信に努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

※１ ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）とは、登録されたメンバーのみがコミュ

ニケーションできるインターネット上の交流の場。 

※２ 多言語化等多言語化等多言語化等多言語化等とは、日本語以外の言葉に翻訳するだけではなく、やさしい日本語にすること

も含む。  

〇外国人住民に対する行政の情報提供の方針づくり 

〇行政情報の多言語化とやさしい日本語での提供の充実 

〇封筒に記載する文書内容タイトルの多言語化等

※２

の実施 

〇やさしい日本語講座の実施 

〇効果的な情報媒体等の充実 

〇地域や企業、外国人コミュニティ等と連携した情報発信    

交わる 

関わる 

伝え合う伝え合う伝え合う伝え合う    

支え合う支え合う支え合う支え合う    

学び合う 

認め合う 
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（２）日本語学習 

 

▶施策の方向性 

外国人住民が地域に溶け込んで自立した生活を営むために必要な日本語コミュニケーシ

ョン能力を育むために、日本語を学ぶ意識の向上に努めます。 

また、日本語を学びたい外国人住民のニーズに応じた学習環境の整備と日本語学習支援

の質の向上に努めます。さらに、多様な日本語学習機会を提供するため、外国人住民にと

ってより身近な企業や生活している地域においても、日本語学習機会が提供できるようそ

の環境整備に努めます。 

 

▶個別施策 

① 日本語を学ぶ意識の向上 

日本語教室に通っている外国人住民や地域・企業と連携して、日本語学習の必要性

を伝えたり、日本語教室の紹介を行うなど外国人住民の日本語を学ぶ意識の向上を図

ります。 

 

② 日本語の学習機会の充実 

日本語教室の開催時間帯や場所などについて外国人住民のニーズを把握し、外国人

住民が参加しやすい教室の開催とその情報提供に努めます。また、日本語指導員のス

キルアップを図るとともに、市民活動団体等の専門家と連携して、日本語教室の質の

向上に努めます。 

地域や企業において日本語を指導する人材を育成し、その人たちが活躍できる環境

を整備するなど、日本語の学習機会を充実します。 

 

③ 日本語にふれる多様な機会づくり 

外国人住民が日本語に触れ、実践を通して日本語を学ぶことができるよう、日本人

と言葉を交わすことができる多様な機会づくりに努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

  

〇日本語教室の周知 

〇地域や企業、外国人住民と連携した日本語教室の周知 

〇専門家と連携した日本語教室の充実 

〇日本語指導員のスキルアップ研修の充実 

〇日本語を指導する人材育成講座の実施 

〇企業や地域での日本語教室の開催支援 

交わる交わる交わる交わる    

関わる関わる関わる関わる    

伝え合う伝え合う伝え合う伝え合う    

支え合う支え合う支え合う支え合う    

学び合う 

認め合う 

活躍する 
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５－２ 生活に関する安心づくり 

 

 

（１）生活全般 

 

▶施策の方向性 

外国人住民の多様な生活相談に対応するため、相談支援体制の整備・充実に努めます。 

また、日本語能力が十分でなくても安心して生活できるよう、ユニバーサルデザインの

まちづくり、公共施設づくりに努めます。 

 

▶個別施策 

① 相談支援体制の整備・充実 

職員の多文化共生に関する専門的スキルの向上に努めます。また、外国人住民に専

門家を紹介できるよう、専門家とのネットワークの形成を図るなど、多様な相談内容

に対応できる相談支援体制の整備・充実に努めます。 

 

② ユニバーサルデザインのまちづくり 

市内の公共施設の看板や施設内の案内板等の表示ルールに基づいて、市が設置する

看板・案内板の多言語化等やピクトグラム（記号）の活用に努め、ユニバーサルデザ

インのまちづくりを進めます。 

 

③ 外国人住民も利用しやすい公共施設づくり 

来庁、来館した外国人住民に適切な対応が行えるよう、職員のスキルの向上に努め

ます。また、各課・施設に通訳職員を派遣できるよう、主要言語に対応した通訳職員

の充実を図るとともに、外国人住民も利用しやすい公共施設づくりに努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

※１ 多文化共生マネージャー多文化共生マネージャー多文化共生マネージャー多文化共生マネージャーとは、外国人住民に関わる諸制度や諸課題について理解しており、

多文化共生社会の進展に対応できるための知識の習得、関係機関・部局等とのコーディネ

ート能力及び企画・立案能力を有するマネージャー的人材。財団法人自治体国際化協会、

ＪＩＡＭ（全国市町村国際文化研修所）が共催で行う研修を受講した人。 

※２ フィリピン語フィリピン語フィリピン語フィリピン語とは、フィリピンで話されている言語の総称。 

  

〇外国人住民も利用しやすい相談対応窓口の充実 

〇多文化共生に関する専門的スキルを持つ人材（多文化共生マネージャー

※１

や多文

化ソーシャルワーカーなど）育成 

〇専門家とのネットワーク形成 

〇市が設置する案内板の多言語化等の推進 

〇ユニバーサルデザインに関わるサイン計画の調査・研究の実施 

〇庁内の指さし案内板の充実 

〇多文化共生に関する職員研修の実施 

〇フィリピン語

※2

等主要言語の通訳職員の設置 

〇「（仮称）図書情報館」での多文化、多言語サービスの推進    
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（２）居住 

 

▶施策の方向性 

本市に転入してきた外国人住民が地域生活に円滑に対応できるよう、生活習慣やルール

などの周知に努めます。また、日本人住民と外国人住民がともに地域で暮らしていくため

の生活習慣やルールなどを考えたり、学んだりする機会づくりに努めます。 

外国人住民への住まいに関する情報提供を充実するとともに、不動産関係者等の多文化

共生への理解促進に努めます。 

 

▶個別施策 

① 生活ルールなどを学び・考える機会の充実 

生活ガイドブックの充実を図るとともに、地域で生活するうえで必要な生活習慣や

ルールを知る機会の充実に努めます。また、地域等と連携して、これから地域でとも

に暮らしていくための生活ルール等を一緒に考え、学ぶ機会の充実に努めます。 

 

② 住宅に関する情報提供の充実 

公営住宅の情報や住宅に関する相談窓口の情報などを多言語ややさしい日本語を使

い分けながら、提供していきます。 

 

③ 不動産関係者等の理解促進 

外国人住民が住まいの確保に困ることがないよう、愛知県あんしん賃貸支援事業

※

 

を普及するなど、不動産関係者等の多文化共生への理解促進に努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

※ 愛知県あんしん賃貸支援事業愛知県あんしん賃貸支援事業愛知県あんしん賃貸支援事業愛知県あんしん賃貸支援事業とは、賃貸人と入居希望者の双方の不安を解消するために、高

齢者・障害のある人・外国人・小さい子どもがいる世帯等を受け入れる住宅として、愛知県

に登録された民間賃貸住宅（あんしん賃貸住宅）のことで、あんしん賃貸住宅に関する情報

提供や、様々な居住支援サービスの提供を促すことにより外国人等の入居をサポートする事

業。 

  

〇多言語版生活ガイドブックの配布 

〇多言語版ごみ出しガイドブックの配布 

〇まちかど講座の普及（ごみ出しなどの生活ルール講座の実施） 

〇住宅に関する情報の多言語ややさしい日本語での情報提供 

〇不動産関係者等への愛知県あんしん賃貸支援事業の普及 

交わる 

関わる 
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（３）労働 

 

▶施策の方向性 

多文化共生の実現には、外国人労働者の適正な雇用が行われるとともに、日本人労働者

と外国人労働者がともに働きやすい環境の整備が重要であるため、企業への外国人労働者

の雇用に関する情報の周知に努め、多文化共生の職場づくりを促します。 

また、外国人住民が安定した労働を得て、日本や本市の活性化に能力を活かせるように、

労働や就労・起業支援に関する情報提供の充実に努めます。 

 

▶個別施策 

① 多文化共生の職場づくりの促進 

外国人労働者の雇用企業に対して、多文化共生に取り組んでいる企業の事例紹介や、

労働関係法令や社会保険への加入義務などの各種法令・制度、2008（平成 20）年に

東海三県と名古屋市が地元経済団体の協力を得て策定した「外国人労働者の適正雇用

と日本社会への適応を促進するための憲章」

※ 

の周知に努め、商工会議所などと連携

して多文化共生の職場づくりを促進します。 

 

② 労働に関する情報提供の充実 

外国人住民の労働に関する課題に対応するため、労働や就労・起業支援に関する相

談窓口や講座などの情報を多言語ややさしい日本語で提供するなど、労働に関する情

報提供を充実します。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

※ 「外国人労働者の適正雇用と日本社会への適応を促進するための憲章」「外国人労働者の適正雇用と日本社会への適応を促進するための憲章」「外国人労働者の適正雇用と日本社会への適応を促進するための憲章」「外国人労働者の適正雇用と日本社会への適応を促進するための憲章」は、経済界、企業グルー

プ全体において、当地域の経済を支える外国人労働者の適正雇用や、外国人労働者とその家族の

地域社会参画の機会確保、保護者としての責任を果たすことができるような環境整備などに自主

的に取り組むことを呼びかける内容となっている。 

  

〇多文化共生に取り組んでいる企業の事例紹介 

〇「外国人労働者の適正雇用と日本社会への適応を促進するための憲章」の普及・

啓発 

〇企業への労働関係の法令・制度に対する意識啓発 

〇多文化共生に取り組む企業の認証制度の検討 

〇労働関係の情報の多言語ややさしい日本語での提供 

〇県などが実施する外国人住民向けの相談窓口や職業訓練などの情報提供 

〇ハローワークが開催している日本語教室の情報提供    
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（４）医療・保健・福祉 

 

▶施策の方向性 

外国人住民の医療や社会保障制度に対する理解を深め、外国人住民が適切な医療・保健・

福祉サービスを受けられるように、医療・各種制度等の周知に努めます。 

また、外国人住民の滞在の長期化・永住化に伴う医療・保健・福祉に関する課題の多様

化に対応するため、外国人住民が各種サービスを受けやすい環境づくりに努めます。 

 

▶個別施策 

① 医療・保健・福祉に関する制度等の周知 

医療保険制度や介護保険制度、年金制度、社会保障協定

※1

などの社会保障制度につ

いての情報を、企業や医療機関などと連携して、多言語ややさしい日本語で提供しま

す。 

 

② 医療・保健・福祉サービスが受けやすい環境づくり 

休日夜間急病診療所などの医療に関する情報、健康づくりや健診・予防接種などの

保健事業に関する情報、高齢者福祉や障害者福祉、地域福祉事業などの福祉サービス

に関する情報を、多言語ややさしい日本語で提供します。 

また、保健センター等での健康相談等に通訳職員を派遣したり、あいち医療通訳シ

ステムを普及するなど、関係機関と連携を図り、外国人住民が医療・保健・福祉サー

ビスを受けやすい環境づくりに努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

※１ 社会保障協定社会保障協定社会保障協定社会保障協定とは、外国人住民の、①母国と日本の「保険料の二重負担」を防止するため

に、加入するべき制度を二国間で調整するため、②保険料の掛け捨てとならないために、

日本の年金加入期間を協定を結んでいる国の年金制度に加入していた期間とみなして取り

扱い、その国の年金を受給できるようにするために締結している協定。 

※２ あいち医療通訳システムあいち医療通訳システムあいち医療通訳システムあいち医療通訳システムとは、外国人県民が安心して医療を受けられる環境を整備するた

め、通訳派遣や電話通訳、翻訳等によって、外国人住民と医療機関との言葉の壁を取り除

くことを目的とした事業。 

※３ 医療機関等外国人対応マニュアル医療機関等外国人対応マニュアル医療機関等外国人対応マニュアル医療機関等外国人対応マニュアルとは、医療機関などで外国人住民の対応をする場合に役

立つように、文化の違いや宗教上の注意点、外国と日本の医療制度の違いや、治療などの

際の対応のポイントについて、愛知県がまとめたもの。 

  

〇健康保険や介護保険などの社会保障制度と保険加入促進の周知 

〇保健事業、福祉サービスなどに関する多言語ややさしい日本語での情報提供 

〇あいち医療通訳システム

※２

の普及 

〇医療機関への「医療機関等外国人対応マニュアル」

※３

の普及 
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（５）防災・防犯・交通安全 

 

▶施策の方向性 

外国人住民が、災害や緊急時に少しでも安心して対応でき、日本人住民と一緒に支援者

として活躍できるようにするとともに、外国人住民が犯罪や事故にあわないよう、防災・

防犯・交通安全等に関する知識の普及・啓発に努め、意識の向上を図ります。 

災害時に外国人住民も安心して避難所での生活を送ることができるように、災害時の支

援体制を整備します。 

また、災害や緊急時に情報が外国人住民に伝わるよう、防災・防犯・交通安全に関する

情報提供の仕組みを構築します。 

 

▶個別施策 

① 防災・防犯・交通安全に関する意識の向上 

防災・防犯・交通安全に関する基本的な情報について、多言語ややさしい日本語で

提供を行うとともに、地域や企業などと連携して学習機会を設けるなど、外国人住民

の防災・防犯・交通安全に関する意識の向上を図ります。 

 

② 災害時の避難・支援体制の整備 

災害時通訳ボランティアの養成に努めます。また、地域や企業、市民活動団体等と

連携し、災害時の外国人住民の支援体制を整備するとともに、外国人住民も担い手と

して活躍できる体制の整備に努めます。 

 

③ 防災・防犯・交通安全に関する情報提供の仕組みづくり 

防災・防犯・交通安全に関する情報について、多言語ややさしい日本語での提供に

努めます。 

また、災害時に外国人住民に情報を伝えるため、災害対策本部からの情報の翻訳手

法や発信手法、市民活動団体等や他自治体等と連携した情報発信など、発災からの経

過に合わせた情報発信の仕組みをつくります。 

 

▶主な事業・取組 

 
   

〇多言語版防災ガイドブック・マップの普及 

〇警察署や消防署と連携した防災・防犯・交通安全教室や講習会の開催 

〇まちかど講座の普及（外国人住民への防災・防犯・生活安全に関する講座の実施） 

〇各主体との協働による外国人住民が参加しやすい防災訓練の開催支援 

〇災害時通訳ボランティアの養成 

〇外国人への緊急時の情報提供体制づくり 

〇避難所などの案内板の多言語化等    

交わる 

関わる 

伝え合う伝え合う伝え合う伝え合う    

支え合う支え合う支え合う支え合う    

学び合う 

認め合う 

活躍する活躍する活躍する活躍する    

役割を担う役割を担う役割を担う役割を担う    
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５－３ 子育て・教育に関する安心づくり 

 

 

（１）子育て 

 

▶施策の方向性 

妊娠・子育て中の外国人住民の不安を軽減し、日本での子育て・保育等に対する理解を

深めるため、子育て等に関する情報提供と事業への参加の促進に努めます。 

また、外国人住民の子どもが小学校や中学校に早期に適応できるように、就学前や編入

前の子どもに対する就学支援を充実します。 

子どもの地域での生活や学習をサポートするため、地域における子どもの居場所の充実

に努めます。 

 

▶個別施策 

① 子育て等に関する情報提供の充実・参加機会の提供 

妊娠中・子育て中の外国人住民に対し、本市の母子保健・子育て支援、就学に関す

る情報を多言語ややさしい日本語で提供します。また、子育て世代の仲間づくりや、

子育てに関する日本語の学習機会も兼ねて、子育てサークルなどの子育て支援事業へ

の参加を促します。 

 

② 外国人住民の子どもの就学支援の充実 

就学前・編入前の外国人住民の子どもが学校生活に円滑に適応できるよう、就学支

援を充実します。 

 

③ 地域における子どもの居場所の充実 

地域における子どもの居場所の情報について、多言語ややさしい日本語で提供しま

す。また、地域で日本語や日本社会に関する学習のサポートに取り組んでもらえるよ

うに、人材養成講座を開催するなど、地域における外国人住民の子どもの居場所の充

実に努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

  

〇子育て等に関する多言語ややさしい日本語での情報提供 

〇まちかど講座の普及（外国人住民への保育・子育てに関する講座の実施） 

〇子育て等に関する相談への通訳職員の派遣 

〇体験入学の実施 

〇地域における学習支援人材の養成    

交わる交わる交わる交わる    

関わる関わる関わる関わる    

伝え合う伝え合う伝え合う伝え合う    

支え合う支え合う支え合う支え合う    

学び合う 

認め合う 

活躍する 

役割を担う 
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（２）教育 

 

▶施策の方向性 

外国人住民の子どもの教育に対する関心や将来の進学や就労に対する意欲を高めるため、

また保護者が子どものライフステージに合わせた対応ができるよう、保護者や子どもに対

して、教育制度や進路進学に関する情報提供や相談体制の充実を図ります。 

また、外国人住民の子どもの教育の現状課題を踏まえて、学習支援を充実します。 

すべての子どもに多文化共生・国際理解に対する意識を育む学習機会を提供します。 

 

▶個別施策 

① 教育制度や進路進学に関する情報提供・相談体制の充実 

外国人住民の子どもやその保護者に対して、日本の教育制度や進路進学に関する学

習機会の情報提供や相談体制を充実します。 

 

② 外国人住民の子どもの学習支援の充実 

先生に対して外国人住民の子どもの教育に関する学習機会の情報を提供します。ま

た、外国人住民の子どもの教育に携わる先生の意見交換や研究会等を行うことによっ

て、子どもの学習支援を充実します。 

 

③ 子どもへの多文化共生・国際理解教育の推進 

子どもの多文化共生・国際理解に対する意識を育むため、小中学校の授業を通した、

多文化共生・国際理解の学習機会を提供します。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

※ 日本語適応指導教室日本語適応指導教室日本語適応指導教室日本語適応指導教室とは、日本語の指導が必要な児童生徒に対して、日本の学校生活等への

適応指導や日本語指導を行っている。本市では、日本語の指導が必要な児童生徒が 10 人以上

いる場合に日本語指導を行う教員の加配措置を行っている。 

 

 

  

〇外国人住民の子どもやその保護者への教育制度に関する相談活動の充実 

〇外国人住民の子どもの教育に携わる先生の意見交換会の開催 

〇主要言語の通訳職員の充実 

〇日本語適応指導教室

※

の先生の研修会の充実 

〇教育機関における多文化共生・国際理解教育の充実    

交わる 

関わる 

伝え合う伝え合う伝え合う伝え合う    

支え合う支え合う支え合う支え合う    

学び合う学び合う学び合う学び合う    

認め合う認め合う認め合う認め合う    

活躍する 

役割を担う 
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５－４ 多文化共生の地域づくり 

 

 

（１）多文化共生の意識づくり 

 

▶施策の方向性 

多様な価値観を育みながら互いに認め合える社会をつくるとともに、多文化共生・国際

理解に対する認識を深めるため、国籍を問わず市民が相互に交流し、多様な文化に触れる

機会の充実や意識啓発を図ります。また、子どもからお年寄りまで、多くの市民に日本や

本市に対する愛着を育んでもらうために、日本や本市の歴史・文化に触れ、学ぶ機会を充

実します。 

本市における様々なまちづくりにおいて、多文化共生の視点を踏まえて取り組んでもら

うため、まちづくりの担い手や関連する活動について支援します。 

 

▶個別施策 

① 外国人住民と日本人住民の交流機会の充実 

外国人住民と日本人住民が交わり、互いの文化にふれあう機会をつくります。また、

外国人住民や日本人住民、地域や市民活動団体等が企画する外国人住民と日本人住民

の交流の支援を行うなど、交流機会の充実に努めます。 

 

② 多文化共生・国際理解の意識啓発 

国籍にかかわらずだれもが参加しやすい、日本や本市の歴史・文化などに触れ、学

ぶ機会をつくります。 

また、外国人住民や日本人住民を対象にした多文化共生・国際理解に関する講座や

講演会等を開催し意識啓発を図ります。 

 

③ 多文化共生の担い手の育成・支援 

まちづくりの担い手に多文化共生の意識をもってまちづくりに取り組んでもらうた

め、町内会などの地域や市民活動団体等への多文化共生・国際理解に関する講座を開

催します。また、町内会などの地域や市民活動団体等の多文化共生に関わる活動を支

援します。 

 

▶主な事業・取組 

 

〇「多文化交流会」の開催 

〇様々な国の言語・文化・料理等を学ぶ講座の実施 

〇日本や安城市の歴史・文化に関する講座の実施 

〇「広報あんじょう」での多文化共生の意識啓発 

〇多文化共生・国際理解に関する講座の実施 

〇県が実施する「多文化共生月間」への参加 

〇多文化共生に関する意識調査の実施 

〇まちづくりの担い手に対する多文化共生講座の実施 

〇地域レベルでの多文化共生に関する取り組み事例の紹介 

交わる交わる交わる交わる    

関わる関わる関わる関わる    

伝え合う 

支え合う 

学び合う学び合う学び合う学び合う    

認め合う認め合う認め合う認め合う    

活躍する活躍する活躍する活躍する    

役割を担う役割を担う役割を担う役割を担う    
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（２）外国人住民の社会参画 

 

▶施策の方向性 

外国人住民も地域の住民として、市や地域のために活躍できる社会を実現するため、外

国人住民のキーパーソンの発掘・育成やネットワークづくりに努めます。 

また、多文化共生社会の実現に向けて、外国人住民も施策の立案・検討やイベントの企

画、地域活動に参加できるような仕組みづくりや環境づくりに努めます。 

 

▶個別施策 

① 外国人住民のキーパーソンの発掘・育成とネットワークづくり 

外国人住民同士が意見や情報を交換できる機会や交流できる機会をつくります。ま

た、情報共有や外国人住民が集う場等との連携を通して、外国人住民のキーパーソン

の発掘・育成や外国人住民同士のネットワークづくりに努めます。 

 

② 外国人住民の地域への参画の促進 

多文化共生のみに関わらず様々な分野について、外国人住民の意見を把握し、まち

づくりに反映できる機会を充実します。 

本市における各種講座やイベント等の情報が外国人住民にも伝わるよう、多言語や

やさしい日本語で提供します。また、地域活動に関する情報の翻訳支援を行うなど、

外国人住民の地域等への参画の促進に努めます。 

 

③ 外国人住民主体の活動支援 

外国人住民主体で取り組んでいる活動団体等に対して、まちづくりに関する情報を

多言語ややさしい日本語で提供したり、関係機関と連携して支援を行います。 

また、外国人住民主体の活動やイベントを日本人住民に情報提供するなど、外国人

住民主体の活動支援に努めます。 

 

▶主な事業・取組 

 

 

〇外国人住民の交流の場の開設 

〇外国人住民のネットワークに関する調査の実施 

〇外国人住民の意向把握調査の実施 

〇外国人住民会議の開催 

〇地域活動などのための翻訳通訳をサポートする仕組みづくり 

〇「安城七夕まつり」などイベントへの外国人住民の参加の促進 

〇各種講座やイベント等の多言語・やさしい日本語での情報提供の支援 

〇外国人住民主体の活動・イベントなどの情報発信の支援    

交わる交わる交わる交わる    

関わる関わる関わる関わる    

伝え合う 

支え合う 

学び合う学び合う学び合う学び合う    

認め合う認め合う認め合う認め合う    

活躍する活躍する活躍する活躍する    

役割を担う役割を担う役割を担う役割を担う    
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第６章第６章第６章第６章    重点プログラム重点プログラム重点プログラム重点プログラム    

    

重点プログラム１ 普段着でつきあえる仲間づくり 

▶背景と必要性 

本市では、「Anjo-info」を活用して、外国人住民に各種講座やイベントの情報を提供して

います。また、外国人住民と日本人住民が相互に交流できる機会として「多文化交流会」を

開催しています。しかし、交流会には外国人住民も日本人住民もあまり参加者が得られない

状況です。 

外国人住民が日本人住民と交流するための主な障害は、日本語が得意でないこと、出会う

機会やそのための時間がないことなどが考えられます。日本人住民は、外国人住民に対する

理解が十分でなかったり、異なる文化や習慣をもつ外国人住民とどのように交流すればよい

かわからない人が多いことが挙げられます。 

そのため、外国人住民と日本人住民が日常生活の中で、普段着でつきあえるような仲間づ

くりを進める必要があります。 

▶基本方針 

●外国人住民にとっても、日本人住民にとっても魅力的な交流機会をつくります。 

●外国人住民と日本人住民が気軽に交流できるような場づくりの支援を行います。 

●生きた日本語を学ぶことができるよう、生活に密着した場づくりを進めます。 

▶プログラムの内容 

１．「多文化交流会」などの魅力向上 

・本市が開催する「多文化交流会」などへの参加者が増えるよう、多文化交流会や各種講座・

イベントの魅力を向上させるため、外国人住民にも企画に参加してもらえる意見交換の場

をつくります。 

２．やさしい日本語の普及・活用 

・外国人住民と日本人住民との交流を促進するため、市民や企業、市民活動団体等を対象に、

やさしい日本語講座を開催します。 

・やさしい日本語講座においては、外国人住民と日本人住民との交流イベントを開催するな

ど、外国人住民と日本人住民の出会いの場につなげます。 

・本市が行う各種講座やイベント等においては外国人住民が参加しやすいよう、やさしい日

本語を活用します。また、情報提供についても多言語ややさしい日本語で行います。 

３．多文化共生の担い手の育成 

・町内会の代表者や、市民活動団体等、すでにまちづくりの活動に取り組んでいる人たちに、

多文化共生の視点を踏まえて活動を進めてもらうように、まちづくりの担い手に対する多

文化共生のまちづくりに関する講座を開催します。 

・地域と外国人住民とをつなぐキーパーソンを発掘・育成します。 
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・外国人住民の自主的な活動が行われるように、交流会などに参加した外国人住民などのネ

ットワークづくりを進めます。 

４．外国人住民が参加しやすい行事の開催支援 

・多文化共生に関する取り組みを行っている企業や地域、市民活動団体等の先進事例を収集

し、「広報あんじょう」や「Anjo-info」、市公式ウェブサイトなどを活用したり、講演会

の開催、イベントなどでのブース出展等を通して、情報提供します。 

・企業や地域、市民活動団体等に対して、現在行われている各種講座やイベントに外国人住

民が参加しやすくなるような工夫や、多文化共生に関する取り組みを行う際のアドバイス

を行います。 

・地域や企業、外国人コミュニティなどと連携した情報提供の仕組みをつくり、みんなで情

報を交換できる環境をつくります。 

・多文化共生に関する市民主体の事業に対する支援制度を検討します。 

５．地域活動などの情報発信支援 

・外国人住民の活動の情報を、「広報あんじょう」や市公式ウェブサイトなどで提供します。 

・地域活動の情報を外国人住民に伝えるため、地域情報の翻訳通訳を支援する仕組みを検討

します。 

▶コラム 安城市における取組事例の紹介 

 

  

  

■土器田町内会の取組 

土器田町内会は全 157 世帯のうち 25

世帯が外国人住民の世帯です。 

町内会では毎年夏祭りを開催してい

ます。2012（平成 24）年までは踊りだ

けでしたが、2013（平成 25）年はみん

なが楽しめるようにカラオケ大会の時

間を設けました。 

夏祭りの前には、外国人住民がカラオ

ケに参加できるように、町内会役員が外

国人住民に声をかけて、公民館で歌の練

習をしました。 

当日、踊りの後、机にオードブルを並

べ、食事をしながらカラオケ大会を楽し

みました。離れたところから眺めている

外国人住民には、町内会役員から声をか

けました。 

外国人住民も一緒に舞台で熱唱しま

した。 

■多文化交流会（市民協働課） 

外国人住民と日本人住民とが、楽しみながら

ふれあう機会をつくることを目的に、2013（平

成 25）年にはじめました。 

１回目はバーベキューをしました。参加者の

国籍はブラジルと日本。19 名が集まりました。 

参加者から差し入れもあり、ボサノバの生演

奏を楽しみながら、ブラジルの味、日本の味を

楽しみました。 

２回目は料理持ち寄りパーティをしました。

参加者の国籍はメキシコ、フィリピン、パキス

タン、ブラジル、日本。24 名が集まりました。 

一人一品ずつ、自国の料理を持ち寄って、ど

んな料理か、自国ではどんな時に食べるのかな

どを紹介しました。 

同時に「外国人住民との意見交換会」を開催し、

外国人住民の日本・日本人に対する考えや自国・

地域の習慣や文化を紹介してもらいました。 
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重点プログラム２ 災害時に備えた仕組みづくり 

▶背景と必要性 

本市では、多言語版の防災マップの作成や防災フェアにおいて、外国人住民向けのブース

出展を行ってきました。 

東日本大震災以来、外国人住民の地震などの自然災害に関する認知度は高まり、防災訓練

などへの参加意欲も高くなっていました。しかし、震災から時間が経つにつれて、その危機

感が薄まりつつあります。改めて、災害に備える意識を高め、町内会で取り組んでいる防災

訓練への参加を促していく必要があります。 

また、現在、避難所などの運営訓練においては、外国人住民も一緒に避難生活を送るとい

うことが十分に想定されていません。いつ地震が起こっても対応できるように、外国人住民

と日本人住民相互の、災害時に備えた体制整備が求められています。 

さらに、災害時の多言語等での情報提供体制はできておらず、その仕組みをつくる必要が

あります。 

▶基本方針 

●災害時に、外国人住民が対応でき、担い手として活躍できるような取り組みを行います。 

●災害時に、外国人住民が必要以上の不安を抱えることなく、避難し、避難所生活を送

ることができるような避難所づくりを進めます。 

●災害時に、外国人住民に情報が届くような仕組みを作ります。 

▶プログラムの内容 

１．災害に対する意識の向上 

・外国人住民が災害時に適切な対応ができるよう、地域や企業などと連携して、災害に関す

る体験型の学習機会を提供します。 

・災害時に備えた、保存食、非常用持ち出し袋等に関する情報を提供します。 

・防災マップを使って、避難経路や避難所などを確認しながらまち歩きをするなど、防災マ

ップの情報が身につくような取り組みを行います。 

２．外国人住民が参加しやすい防災訓練・生活しやすい避難所運営 

・外国人住民が参加しやすい防災訓練の事例を地域に紹介します。 

・外国人住民への地域の防災訓練の情報提供を支援します。 

・地域に対して、避難所などで活用できる支援ツールや配慮すべきこと、やさしい日本語な

どの研修を行い、災害時の外国人住民への対応を促します。 

・避難所における、多言語ややさしい日本語での案内表示の設置を促進します。 

・災害時に避難所での外国人住民の生活をサポートする災害時通訳ボランティアを養成し、防

災訓練の際に派遣できる仕組みづくりに努めます。 

・外国人住民が参加しやすい防災訓練の実施を通して、外国人住民と日本人住民のつながり

づくりを進めます。 

・外国人住民と日本人住民のつながりづくりを進める中で、外国人住民も支援する側として

活躍してもらえるよう、キーパーソンの発掘を行います。 
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３．外国人住民への災害時の情報伝達の仕組みづくり 

・災害時に、外国人住民に情報が伝わるように、被災からの時間軸に応じて求められる情報

伝達のあり方を、外国人住民や地域、市民活動団体等と一緒に検討します。 

・大規模災害に備えて、周辺市町村や県域を超えた市町村等との広域的な連携も視野に入れ

て検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶コラム 安城市における取組事例の紹介 

  

  

■総合防災訓練（防災危機管理課） 

本市の総合防災訓練でトリアージ訓練を実施

し、外国人住民が患者役として参加しました。 

患者役には負傷・意識の程度（すりきず、骨折、

歩行可能、意識不明など）などが与えられます。 

説明書類には難しい日本語が多く、理解はでき

なかったようですが、係員、検証担当者、病院関

係者と外国人住民は、お互いに日本語を工夫しな

がらコミュニケーションをとっていました。 

病院関係者などにとっては、外国人住民が負傷

者として搬送される可能性があること、言葉の工

夫が必要であることを知る機会になりました。 

外国人住民にとっては、災害時にどのような負

傷をすることがあるのか、どのように対応をすれ

ばよいのかを学ぶ機会になりました。 

 

■株式会社ヒサダの取組 

株式会社ヒサダの社宅には、日本人

とブラジル人、あわせて 43 世帯、約

100 人が入居しています。 

緊急時に備えて、防災訓練を行った

ところ約 40 人が参加しました。 

内容は、避難や避難状況の確認の仕

方の勉強・体験、避難場所の確認、消

火体験。 

防災危機管理課作成の多言語版避

難マップを配布し、情報発信の場にも

なりました。 

防災訓練後、ブラジル流の朝食をみ

んなで食べながら、おしゃべりを楽し

む交流会を行いました。 
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重点プログラム３ 利用しやすい市役所・図書館づくり 

▶背景と必要性 

市役所にはポルトガル語の通訳職員が常駐しており、外国人住民対応を行っています。ま

た、窓口案内表記の多言語化、市民課等の外国人住民が多く利用する窓口における各種手続

の訳文作成や指さし案内板の活用等を行っています。外国人住民相談窓口は、毎週火曜日の

午前中に開設しており、日本語及びポルトガル語により対応しています。 

さらに、どこの窓口に行ってよいかわからない、欲しい情報が得られないなど、窓口に行

く前の段階で困っている場面にも対応できるよう、外国人住民にとっても利用しやすい市役

所とすることが求められています。 

本市では、「（仮称）図書情報館」の建設計画が進んでおり（2017（平成 29）年供用開

始予定）、新しい施設における多文化共生に関する積極的な取り組みも予定されています。 

▶基本的な視点 

●外国人住民も不便を感じることなく市役所や図書館を利用できるようにします。 

●外国人住民も情報を正確かつ容易に得ることができるようにします。 

●外国人住民も必要な用件を円滑に済ますことができるようにします。 

▶プログラムの内容 

１．すべての職員によるわかりやすい外国人住民対応 

・外国語を話すことができない職員でも、やさしい日本語を使い、外国人住民とのコミュニ

ケーションに努めます。 

・法令や制度の説明など、正確な情報の伝達が必要な場合には通訳職員を通じて行うととも

に、基本的な窓口会話については各窓口にマニュアル等を準備するなどの対応を行います。 

２．やさしい日本語を使った市民向け文書の作成 

・外国人住民にも届けられる市民向け文書については、できる限りやさしい日本語とします。 

・法令に基づく用語など、やさしい日本語にすることが困難な文書等については、ポイント

のみをやさしい日本語にしたり、多言語に翻訳します。 

３．外国人住民向け案内窓口の設定 

・外国人住民が市役所に来た時に困らないように、

外国人住民案内窓口を設けます。そして、外国

人住民に周知します。 

・外国人住民案内窓口では、外国人住民の用件に

応じて、窓口を案内します。 

・外国人住民案内窓口には、多言語に翻訳された

施設案内図などを設置します。 

４．外国人住民にもわかりやすい案内表示づくり 

・市役所や周辺の案内表示では、多言語表記とともに、文字や言語に頼らない表記を導入し

ます。文字・ピクトグラム（記号）などとともに、色による識別も活用します。 

外国人外国人外国人外国人住民住民住民住民来庁来庁来庁来庁者者者者    

外国人外国人外国人外国人住民案住民案住民案住民案内窓口内窓口内窓口内窓口    

（用件を聞き、どこの窓口に（用件を聞き、どこの窓口に（用件を聞き、どこの窓口に（用件を聞き、どこの窓口に    

いくべきかを案内する）いくべきかを案内する）いくべきかを案内する）いくべきかを案内する）

担当窓口担当窓口担当窓口担当窓口    担当担当担当担当窓口窓口窓口窓口    担当担当担当担当窓口窓口窓口窓口    担当担当担当担当窓口窓口窓口窓口    

（各担当窓口（各担当窓口（各担当窓口（各担当窓口ががががわかりやすくわかりやすくわかりやすくわかりやすく説明し対応する）説明し対応する）説明し対応する）説明し対応する）    
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５．外国人住民相談体制の充実 

・外国人住民相談については、現在は市役所職員

が対応していますが、行政手続き以外の仕事や

生活等の相談については、対応が難しくなって

います。外国人住民の相談に対応するため、外

部専門家とのネットワークを構築し、各分野の

適任の専門機関を紹介し、つなぐ仕組みを強化

します。 

６．「（仮称）図書情報館」における多文化共生の取組 

・現在の中央図書館には約 46 万冊の図書がありますが、その大部分が日本語の図書であ

り、外国語の図書は約 1,800 冊に過ぎず、そのほとんどが英語の図書です。 

・新たに整備する「（仮称）図書情報館」では、多くの外国人住民の方にも利用していただく

ため、新たに「多文化・多言語利用支援サービス」を位置づけ、英語のほか、ポルトガル

語、フィリピン語、中国語、韓国朝鮮語などの図書・新聞・雑誌の充実を図ります。 

・日本人住民が外国の文化や生活習慣、外国語を習得する図書の他、外国人住民が日本の文

化や生活習慣、日本語を習得するのに役立つ図書も充実します。 

取組の留意点：プロセス重視による取組 

・上記の取り組みは職員が外国人住民と接する中で、必要性を実感した上で取り組むことが重

要です。案内表示や案内窓口の設置、文書をやさしい日本語にするなど、制度や仕組みだけ

を整えても不十分であり、職員の取り組みと一体化させることが利用しやすさにつながりま

す。 

・利用者意見を踏まえながら、職員が自ら考えて取り組むなど、そのプロセスを重視するこ

ととします。 

 

▶コラム 安城市における取組事例の紹介 

  

 

 

■わかりやすい案内板 

市役所では、課名や窓口でできる主な内

容を示す案内板を多言語化したり、番号を

使って窓口を案内するなど、わかりやすい 

案内板の設置に取り組んで

います。 

現在、対応できていない案

内板も順次対応していきま

す。 

 

■わかりやすいお知らせ方法（健康推進課） 

健康推進課では、予防

接種や検診のお知らせを

送る際、内容のタイトル

を多言語化したり、ロー

マ字でルビをふって、封

筒に印字しています。 

その他、書類の色を内

容によって変えるなどわ

かりやすいお知らせ方法

に取り組ん 

でいます。 

外国人外国人外国人外国人住民住民住民住民    

外国人外国人外国人外国人住民相住民相住民相住民相談談談談窓口窓口窓口窓口    

（（（（行政手続き等の相談は対応）行政手続き等の相談は対応）行政手続き等の相談は対応）行政手続き等の相談は対応）    

    

専門家専門家専門家専門家    専門機関専門機関専門機関専門機関    専門家専門家専門家専門家    専門機関専門機関専門機関専門機関    
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第７章第７章第７章第７章    プランの推進に向けてプランの推進に向けてプランの推進に向けてプランの推進に向けて    

 

多文化共生を進めていくためには、行政だけではなく、市民、企業、市民活動団体等、

様々な主体との連携が重要となります。 

そのため、以下のように、市民の視点、行政の視点、それぞれにおける進行管理を行い、

社会情勢の変化や法令・制度改正の状況などを踏まえて、本プラン全体の進行状況の評価・

見直しを行います。 

 

 

 

  

市民の視点からの評価 

主な事業・取組の「外国人住民会議

の開催」、「多文化交流会の開催」など

直接、外国人住民や日本人住民と接す

る場において、実感としての多文化共

生の進行状況を把握する機会を設け、

市民の視点からの多文化共生の実現度

について評価をいただきます。 

行政の視点からの進行管理 

関係各課からなる「多文化共生推進

会議」を設置し、会議を開催します。 

会議では、市民の視点からの評価を

踏まえながら、本プランに掲載してい

る主な事業・取組の進行状況を行政の

視点から評価し、次年度以降の事業・

取組に反映させます。 

進行状況の評価 

社会情勢の変化 

法令・制度改正など 

計画改訂に反映 

意向把握 

「多文化共生に関す

る意識調査の実施」 

「外国人住民の意向

把握調査の実施」 
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    参考資料参考資料参考資料参考資料    

    

１ 安城市の多文化共生に関するアンケート結果概要 

 

（１）調査の目的 

本プランを策定するにあたって、地域における外国人住民の生活状況や、多文化共生に対

する市民の考えをお聞きするために実施しました。 

 

（２）調査の概要 

本調査は、①2011（平成 23）年 11 月１日現在、本市に外国人登録をしている 16 歳以上

の男女の中から無作為に抽出した 500 名を対象とした調査（外国人住民調査）と、②2011（平

成 23）年 11 月１日現在、本市に住民登録している 16 歳以上の男女の中から無作為に抽出し

た 2,000 名を対象とした調査（日本人住民調査）の２種類の調査を実施しました。 

 

表 1-1 外国人住民調査の配布・回収結果 

調 査 対 象 本市に外国人登録をしている 16 歳以上の男女 

抽 出 方 法 無作為抽出 

調 査 方 法 行政連絡員による配布と郵送による回収 

調 査 時 期 2011（平成 23）年 12 月 

配 布 数 500 票 

回 収 数 148 票 

回 収 率 29.6% 

無 効 票 数 ０票（無回答） 

有効配布数 473 票（住所不定等で未着の 27 票を除く） 

有効回収数 148 票 

有効回収率 31.3% 

 

表 1-2 日本人住民調査の配布・回収結果 

調 査 対 象 本市に住民登録している 16 歳以上の男女 

抽 出 方 法 無作為抽出 

調 査 方 法 行政連絡員による配布と郵送による回収 

調 査 時 期 2011（平成 23）年 12 月 

配 布 数 2,000 票 

回 収 数 1,137 票 

回 収 率 56.9% 

無 効 票 数 ３票（無回答） 

有効配布数 1,990 票（住所不定等で未着の 10 票を除く） 

有効回収数 1,134 票 

有効回収率 57.0% 
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（３）調査結果【抜粋】 

 

■外国人住民の日本での居住年数と本市での今後の居住予定 

▼日本での居住年数【外国人住民調査】 

 

▼本市での今後の居住予定【外国人住民調査】 

 

 

■日本人住民の外国人住民に対する印象 

▼外国人住民の印象【日本人住民調査】 

 

  

0 20 40 60 80 100

6.1 8.8 14.9 20.9 33.1 12.8

3.4

(%)

１年未満 １年以上３年未満 ３年以上５年未満

５年以上10年未満 10年以上20年未満 20年以上

回答なし

n  =148

0 20 40 60 80 100

2.0

7.4 8.1 25.7 6.8 8.1 40.5

1.4

(%)

１年未満 １年以上３年未満

３年以上10年未満 10年以上

仕事の都合で転出する 時期は未定だがいずれは帰国する

決めていない 回答なし

n  =148

0 20 40 60 80 100

43.2 28.0 9.4 18.4

0.9

(%)

増えたと思う 変わらない 減ったと思う わからない 回答なし

n  =1,134
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▼外国人住民による影響【日本人住民調査】 

 

▼日常の生活で相談したいこと【外国人住民調査】 

 

 

  

0 20 40 60 80 100

Ａ．知る機会の増加

Ｂ．地域経済の活性化

Ｃ．交流機会の増加

Ｄ．不安感の増加

Ｅ．社会的負担の増加

15.3

7.1

11.2

18.3

20.8

35.5

29.5

30.7

33.8

39.3

24.3

36.8

29.5

28.1

25.3

22.4

24.1

25.8

17.5

11.9

2.5

2.6

2.8

2.2

2.6

(%)

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

回答なし

 n  =1,134
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■日本語の能力 

▼日本語の読み書き能力【外国人住民調査】 

 

▼日本語の聞き取り能力【外国人住民調査】 

 

▼日本語の会話能力【外国人住民調査】 

 

  

 

 

   

0 20 40 60 80 100

ひらがな

カタカナ

漢字

69.6

68.2

29.1

3.4

4.7

8.1

7.4

6.1

14.2

8.8

6.1

27.0

10.8

14.9

21.6

(%)

書くことも読むこともできる 書くことはできるが読むことはできない

書くことはできないが読むことはできる 書くことも読むこともできない

回答なし

n  =148

0 20 40 60 80 100

37.8 36.5 10.1 8.8

0.7

6.1

(%)

テレビのニュースがわかる ゆっくり話してくれたらわかる

単語は聞きとることができる ほとんど聞き取れない

まったく聞き取れない 回答なし

n  =148

0 20 40 60 80 100

39.9 34.5 9.5 9.5

0.7

6.1

(%)

自分の考えをまとめて話せる 簡単な日常会話ができる

単語は言える ほとんど話せない

まったく話せない 回答なし

n  =148
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■職業・職場 

▼職業【外国人住民調査】 

 

▼日本人との交流場面【外国人住民調査】 

 

  

0 20 40 60 80 100

39.2 18.2

0.7 1.4

5.4

2.0

21.6

1.4 2.7 4.1 3.4

(%)

作業員（工場労働者など） 会社員

自営業（飲食店、農業など） 専門職（弁護士、医師など）

教員・講師 研修生・技術実習生等

学生 主婦・主夫・家事手伝い

失業・求職中 無職（定年・高齢などで働いていない）

その他 回答なし

n  =148
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■災害時・緊急時に関すること 

▼災害時・緊急時に関することについての認知度【外国人住民調査】 

 

▼災害時・緊急時に外国人住民と協力するために必要なこと【日本人住民調査】 

 

  

  

0 20 40 60 80 100

①地震の認知度

②台風の認知度

③巨大地震の可能性の認知度

④災害時の避難場所の認知度

⑤災害時の持ち物の認知度

⑥災害時の情報入手方法の認知度

⑦防災訓練の認知度

⑧命の手帳の認知度

⑨緊急時の連絡方法の認知度

88.5

86.5

71.6

46.6

52.7

38.5

20.9

10.8

52.0

2.7

4.1

20.3

43.9

37.8

52.7

68.2

78.4

39.2

8.8

9.5

8.1

9.5

9.5

8.8

10.8

10.8

8.8

(%)

知っている 知らない 回答なし

n  =148
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■外国人住民の子ども・子育て・教育 

▼子どもの通学している学校【外国人住民調査】 

 

▼子育てに対する不安・悩みの有無【外国人住民調査】 

 

▼子育てや教育に対する不安・悩みの内容【外国人住民調査】 

 

  

0 10 20 30 40 50 60

幼稚園または保育園

日本の小・中学校

公立の高校

私立の高校

ブラジル人学校

以前は通っていたが、

現在は通っていない

通っていない

その他

回答なし

30.9

45.6

5.9

5.9

8.8

1.5

5.9

5.9

10.3

(%)

n  =68

0 20 40 60 80 100

25.0 41.2 13.2 13.2 7.4

(%)

とてもある 少しある あまりない まったくない 回答なし

n  =68
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■外国人住民と日本人住民の交流 

▼様々な国籍の人との交流意向【外国人住民調査、日本人住民調査】 

 

▼交流の際に障害になること【外国人住民調査】 

 

▼差別の実感の有無【外国人住民調査】 

 

  

0 20 40 60 80 100

外国人住民

日本人住民

33.8

7.2

54.1

50.4

7.4

30.0

0.7

11.6

4.1

0.8

(%)

交流したい 機会があれば交流したい

あまり交流したいと思わない 交流したいと思わない

回答なし

n  =

148

1,134

0 20 40 60 80 100

19.6 31.1 21.6 27.7

(%)

感じる ときどき感じる あまり感じない 感じない

回答なし

n  =148
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▼参加したい交流の機会【外国人住民調査】 

 

 

■外国人住民の地域での生活 

▼町内会への加入状況【外国人住民調査】 

    

▼町内会に加入していない理由【外国人住民調査】 

 

0 20 40 60 80 100

①日本人の日本語教室

②日本文化の講座

③母国語の講師

④母国文化の講師

⑤スポーツや音楽のイベント

⑥NPOやボランティア活動

⑦防災訓練などの講習会

60.1

61.5

45.9

43.9

41.2

37.8

47.3

14.9

13.5

23.0

23.0

27.0

29.7

20.3

25.0

25.0

31.1

33.1

31.8

32.4

32.4

(%)

参加したい 参加したくない 回答なし

n  =148

0 20 40 60 80 100

25.0 73.6

1.4

(%)

加入している 加入していない 回答なし

n  =148
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▼地域活動への参加状況【外国人住民調査】 

 

▼外国人住民の地域活動への参加に対する考え【日本人住民調査】 

 

▼外国人住民について困っている内容【外国人住民調査、日本人住民調査】 

 

  

0 20 40 60 80 100

6.8 25.7 16.2 10.1 38.5

2.7

(%)

日頃から積極的に参加している

都合がつけば参加するようにしている

参加したいと思っているが、なかなか参加できない

ほとんど参加していない

まったく参加していない

回答なし

n  =148

0 20 40 60 80 100

36.5 56.7 6.1

0.7

(%)

参加を推進すべき どちらともいえない

あまり推進すべきではない 回答なし

n  =1,134

0 20 40 60 80 100

ごみの出し方

駐車・駐輪の方法

ペットの飼い方

部屋からの声や物音

部屋への大人数の出入り

集団での行動

その他

回答なし

50.0

18.0

4.0

32.0

14.0

6.0

12.0

6.0

46.3

29.4

4.5

34.5

25.2

44.7

21.4

0.3

(%)

外国人住民（n＝134）　　　１人あたり1.36個

日本人住民（n＝313）　　　１人あたり2.07個
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▼地域生活する上で外国人住民に努力して欲しいこと【日本人住民調査】 

 

▼外国人住民と地域で生活していく上で必要なこと、実践できること【日本人住民調査】 

  

 

  

0 20 40 60 80 100

Ａ．あいさつや日常会話をする

Ｂ．様々な国の生活習慣や文化などへの

理解を深める

Ｃ．日本の生活習慣や地域のルールなど

を教える

Ｄ．様々な国の人が交流する機会をつくる

Ｅ．地域の活動や行事等に外国人住民が

参加しやすくする

Ｆ．様々な言語を少しでも理解するように

努める

Ｇ．外国人住民の生活を支援する活動をする

76.2

68.8

82.5

64.0

72.1

58.8

54.5

30.8

13.8

11.2

6.1

5.0

11.6

4.1

(%)

必要だと思う 実践できる

n  =1,134
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■多文化共生を進めるために必要なこと 

▼多文化共生を進めるために必要なこと【外国人住民調査、日本人住民調査】 

 

 

     

0 10 20 30 40 50 60

日本人が外国の文化を理解する環境づくり

様々な国籍の人が参加するイベントの開催

外国人住民が地域に住む日本人と交流できる

環境づくり

外国人住民が地域に住む同じ国の人と交流できる

環境づくり

多言語での日本の文化や生活情報の

提供の充実

多言語での相談の充実

通訳の充実

日本語教室の充実

生活マナーや習慣の講習

教育現場での外国人住民の子どもに対する

支援の充実

外国人住民の生活を支援する通訳などの

人材・組織の育成

外国人住民が意見や提案を言う機会の創出

公共施設における多言語表記の促進

外国人住民の防災時の対応の支援

特にない

その他

回答なし

32.4

31.8

16.9

14.2

24.3

20.3

6.8

12.8

10.1

16.2

18.2

16.9

8.8

16.2

2.7

0.7

4.7

19.3

17.0

36.4

6.1

17.1

12.1

11.2

14.1

49.4

16.7

8.5

5.0

10.6

13.8

7.4

0.9

2.9

(%)

外国人住民（n＝　148）

日本人住民（n＝1,134）



安城市多文化共生プラン安城市多文化共生プラン安城市多文化共生プラン安城市多文化共生プラン    

 

45454545    

２ 策定経過 

 

日 程 内 容 

2011（平成 23）年 12 月 安城市多文化共生に関するアンケート調査 実施 

○外国人住民  500 票 

○日本人住民 2,000 票 

2012（平成 24）年 7 月 22 日 日本語教室生徒対象ヒアリング調査 実施 

2012（平成 24）年 8 月 21 日 

～9 月 6 日 

安城市多文化共生に関するヒアリング調査 実施 

○町内会 ４か所    ○幼稚園・保育園 ２か所 

○小学校 ３か所    ○中学校 ３か所 

○企業・商工会議所 ３か所 

2012（平成 24）年 10 月 市役所における多文化共生に関する取り組み状況調査 実施 

2012（平成 24）10 月 29 日 

第１回策定委員会 

○委員長、副委員長選出 

○計画策定の概要説明 

○安城市における外国人を取り巻く現状・課題報告 

○意見交換「私が考える外国人住民に関する現状・課題」 

2012（平成 24）年 11 月 7 日 

第１回プロジェクトチーム会議 

○計画策定の概要説明 

○安城市における外国人を取り巻く現状・課題報告 

○意見交換 

「市民として、職員として、私が考える外国人住民に関する現状・課題」 

○ミニレクチャー 

「安城市として多文化共生にどう取り組むか」 

安城市多文化共生プラン策定委員会委員 

NPO 法人多文化共生リソースセンター東海  

代表理事 土井佳彦 氏  

2012（平成 24）年 12 月 14 日 

第２回策定委員会 

○話題提供 

「日本で暮らす外国人住民の現状と多文化共生の取組」 

安城市多文化共生プラン策定委員会委員長 

愛知淑徳大学文学部教育学科准教授 小島祥美 氏 

安城市多文化共生プラン策定委員会委員 

NPO 法人多文化共生リソースセンター東海  

代表理事 土井佳彦 氏 

○多文化共生プランで大切にすべき想いについて 

2013（平成 25）年 1 月 11 日 

第２回プロジェクトチーム会議 

○各課における多文化共生に対する取り組み課題と施策目標 

○多文化共生に関する他市の取り組み紹介 

○多文化共生プランの理念・基本目標の検討 

○多文化共生プランの課題・施策目標の検討 

2013（平成 25）年 2 月 15 日 

第３回プロジェクトチーム会議 

○多文化共生に取り組む必要性・方向性の検討 

○多文化共生プランの将来像を考える 
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日 程 内 容 

2013（平成 25）年 3 月 8日 

第４回プロジェクトチーム会議 

○多文化共生プランの理念・基本目標 

○多文化共生プランの施策・取組 

○具体的な取組を考える 

2013（平成 25）年 3 月 21 日 

第３回策定委員会 

○多文化共生プランの将来像・基本目標を考える 

○各取組をより良くするアイデアや市民・地域・企業ができ

ることの意見交換 

2013（平成 25）年 5 月 17 日 

第５回プロジェクトチーム会議 

○多文化共生プランの将来像・基本目標等の確認・検討 

○多文化共生プランの施策や主な事業・取組の確認・検討 

2013（平成 25）年 5 月 25 日  多文化交流会～ブラジル編～ 

2013（平成 25）年 6 月 3日 

第４回策定委員会 

○将来像・骨子案に対する意見交換 

○利用しやすい市役所にするためのアイデア出し 

2013（平成 25）年 6 月 25 日 

第６回プロジェクトチーム会議 

○安城市多文化共生プラン（素案）の検討 

2013（平成 25）年 7 月 4日 

第７回プロジェクトチーム会議 

○安城市多文化共生プラン（素案）の検討 

2013（平成 25）年 7 月 29 日 

第５回策定委員会 

○安城市多文化共生プラン（素案）の検討 

2013（平成 25）年 10 月 20 日  多文化交流会～料理持ち寄りパーティ編～ 

2013（平成 25）年 10 月 25 日 

第８回プロジェクトチーム会議 

○安城市多文化共生プラン（案）の検討 

2013（平成 25）年 10 月 30 日 

第６回策定委員会 

○安城市多文化共生プラン（案）の検討 

 

        



安城市多文化共生プラン安城市多文化共生プラン安城市多文化共生プラン安城市多文化共生プラン    

 

47474747    

３ 策定委員会等 

 

（１）安城市策定委員会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 この要綱は、安城市多文化共生プラン策定支援事業の実施において、広く市民の意

見及び考え方を反映するために設置する（仮称）安城市多文化共生プラン策定委員会（以

下「策定委員会」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （所掌事項） 

第２条 策定委員会は、次に掲げる事項に関し、必要な協議を行うものとする。 

（１）多文化共生プランの策定に関すること。 

（２）その他多文化共生の推進に関すること。 

 （組織） 

第３条 策定委員会は、１５人以内で組織する。 

２ 策定委員会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する

ものとする。 

（１）学識経験を有する者 

（２）外国人を雇用する企業の関係者 

（３）小中学校校長会を代表する者 

（４）町内会長連絡協議会を代表する者 

（５）外国人支援団体の関係者 

（６）公募による市民 

（７）その他市長が必要と認める者 

 （委員長及び副委員長） 

第４条 策定委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員の互選によって定め、副委員長は、委員のうちから委員長が指名する。 

３ 委員長は、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長が欠けたとき又は委員長に事故があるときは、そ

の職務を代理する。 

 （任期） 

第５条 委員の任期は、委嘱の日から平成２６年３月３１日までとする。ただし、委員が委

嘱されたときの要件を欠くに至ったときは、その委員は解任されるものとする。 

２ 前項の規定により委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。 

 （会議） 

第６条 策定委員会の会議は委員長が招集し、委員長は会議の議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を聴くこ

とができる。 

 （庶務） 
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第７条 策定委員会の庶務は、市民生活部市民協働課において処理する。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が策

定委員会に諮って定める。 

   附 則 

１ この要綱は、平成２４年９月１日から施行する。 

２ この要綱は、平成２６年３月３１日限り、その効力を失う。 
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（２）策定委員名簿 

 

 氏   名 所   属 備  考 

委 員 長 小 島 祥 美 愛知淑徳大学文学部教育学科 准教授 学識経験者 

副委員長 鳥 居  保 安城市町内会長連絡協議会 副会長 町内会関係者 

委 員 会 津  萌 市民代表 市民公募 

委 員 伊 藤 雅 仁 安城警察署警備課 係長 警察関係者 

委 員 
井 野 時 弘（H24） 

野 村 俊 之（H25） 
衣浦東部広域連合安城消防署 副署長 消防関係者 

委 員 神 谷 和 也 安城市国際交流協会 会長 国際交流協会 

委 員 木 村 登志枝 市民代表 市民公募 

委 員 榊 原  守 

株式会社サカキバラコーポレーション 

代表取締役 
商工会議所 

委 員 杉   喜久代 安城中部小学校 校長 

小中学校校

長会 

委 員 土 井 佳 彦 

ＮＰＯ法人多文化共生リソースセンター

東海 代表理事 

学識経験者 

委 員 松 本 修 治 

株式会社ヒサダ 総務・安全環境課 

課長 

外国人雇用

企業 

委 員 松實エミリア ミドリ 市民代表 市民公募 

委 員 横 山 辰 夫 

特定非営利活動法人ＮＰＯ愛知ネット 

理事 

外国人支援

団体 

 

（３）プロジェクトチーム会議 

 

役割：策定委員会から提出された意見を踏まえながら、基本理念なども含めた計画

書全体の案や、具体的な施策について議論し、案の作成、検討を行う。 

構成：市関係課の係長、主査、主事など１７人（事務局除く） 

開催：８回 
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